
さ
れ
た
１
万
人
以
上
の
（
１
）
兵
が
、
近
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
の
戦
闘
に
本
格
的
に
参
加
す
る
と
の
見
方
を
示
し
た
。

　
ロ
シ
ア
西
部
ク
ル
ス
ク
州
は
、
2024

年
８
月
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
越
境
攻
撃
を
開
始
し
、
約
３
万
km

2の
州
の
領
土
の
う
ち
約
1400

km
2を
占
領
し
て

い
た
が
、
11
月
23
日
、
ロ
イ
タ
ー
通
信
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
参
謀
本
部
の
関
係
者
の
情
報
と
し
て
、
占
領
地
域
が
800
km

2ま
で
縮
小
し
た
と
伝
え

た
。
占
領
地
域
の
40％
以
上
を
失
っ
た
こ
と
に
な
り
、
ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
反
撃
が
繰
り
返
し
行
わ
れ
た
結
果
だ
と
し
て
い
る
。

　
　
①
（
　
１
　
）、（
　
２
　
）
に
入
る
べ
き
語
句
を
、
以
下
の
【
語
群
】
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。

　
　
②
（
　
Ａ
　
）
に
入
る
べ
き
人
名
を
カ
タ
カ
ナ
で
書
き
入
れ
よ
。

【
語
群
】

　
ア
．
ベ
ラ
ル
ー
シ
　
　
　
　
 イ
．
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
北
朝
鮮
）

ウ
．
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
　
　
　
エ
．
中
華
人
民
共
和
国
（
中
国
）

　
オ
．
習
近
平
　
　
　
　
　
　
 カ
．
金
正
恩
　
　
　
　
　
キ
．
金
日
成
　
　
　
　
　
ク
．
ル
カ
シ
ェ
ン
コ
　
　
　
ケ
．
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー

　
コ
．
大
韓
民
国
（
韓
国
）　
　
サ
．
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
　
　
シ
．
尹
錫
悦
　
　
　
　
　
ス
．
中
華
民
国
（
台
湾
）

公
共
問
題
そ
の
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問
一

ａ

忠
実

ｂ

快
適

ｃ

誤
解

ｄ

根
本

ｅ

驚
き

問
二

ア

う
お
う
さ
お
う
イ

き
ょ
う
こ
う
ウ

ぜ
い
た
く

エ

も
く
よ
く

問
三

①

連
体
詞

②

副
詞

③

助
詞（
格
助
詞
）
④

名
詞

問
六

問
五

問
七

問
四

自

分

の

旅

と

は

異

な

る

他

人

の

旅

ス

テ

レ

オ

タ

イ

プ

　
　
　
筆
者
は
、
日
本
人
の
若
い
旅
行
者
が
車
夫
と

対
立
し
て
い
る
現
場
に
遭
遇
し
た
。
若
者
は
、
約
束

と
は
異
な
る
こ
と
や
、
体
験
ガ
イ
ド
に
記
載
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
を
理
由
に
割
増
料
金
の
支
払
い
を
拒
否

し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
筆
者
は
、
約
束
体
験
ガ

イ
ド
や
約
束
で
は
な
く
、
自
身
の
感
性
や
判
断
力
に

基
づ
き
、
想
像
力
を
働
か
せ
て
対
応
す
べ
き
で
あ
ろ

う
と
い
う
立
場
を
示
し
て
い
る
。

（
例
）

筆
者
は
、
旅
行
ガ
イ
ド
の
情
報
に
従
う
だ
け
の
「
他

人
の
旅
」
を
批
判
し
、
想
像
力
と
「
応
用
力
」
を
発

揮
す
る
自
分
の
旅
を
奨
励
し
て
い
る
。
イ
ン
ド
に
対

す
る
「
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
」
を
疑
い
、
五
感
を
活
用

し
な
が
ら
現
地
を
観
察
し
て
イ
ン
ド
の
新
し
い
姿
を

確
認
す
る
べ
き
だ
と
論
じ
て
い
る
。
な
お
、
そ
う
し

て
観
察
し
イ
ン
ド
も
「
本
当
の
イ
ン
ド
」
の
一
部
に

す
ぎ
な
い
こ
と
を
自
覚
し
、
「
自
分
の
体
験
」
し
て

い
な
い
イ
ン
ド
も
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
だ

と
、
筆
者
は
述
べ
て
い
る
。

令
和
七
年
度
　
西
九
州
大
学
一
般
選
抜
「
Ⅰ
期
」
入
学
試
験
解
答
用
紙
【
現
代
の
国
語
】
そ
の
１

一

－
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令
和
七
年
度

西
九
州
大
学
一
般
選
抜
「
Ⅰ
期
」
入
学
試
験

解
答
例
【
現
代
の
国
語
】
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問
三

問
四

問
六

問
一

ａ

機
能

ｂ

批
判

ｃ

営
為

ｄ

表
裏

ｅ

眺
め
る

問
二

エ

問
五

ウ

オ

二

戦

後

の

図

書

館

発

展

の

極

北

「

勉

強

」

と

呼

ば

れ

る

よ

う

な

、

利

用

者

が

学

習

資

料

を

持

参

し

て

特

定

の

場

所

で

学

習

す

る

中

国

や

韓

国

に

も

み

ら

れ

る

態

度

。

か

つ

て

の

図

書

館

は

、

閉

架

式

が

中

心

で

直

接

利

用

で

き

る

資

料

が

少

な

く

、

暗

く

て

閉

鎖

的

で

堅

苦

し

い

場

で

あ

っ

た

が

、

一

九

七

〇

年

代

ご

ろ

か

ら

開

架

ス

ペ

ー

ス

に

多

く

の

資

料

が

置

か

れ

自

由

に

閲

覧

で

き

、

資

料

を

貸

し

出

す

こ

と

が

で

き

る

明

る

い

場

へ

と

転

換

し

た

。

一

方

で

市

民

の

要

求

で

も

あ

る

、

利

用

者

が

自

身

の

学

習

資

料

を

持

参

し

て

そ

れ

を

用

い

て

「

勉

強

」

す

る

場

と

い

う

イ

メ

ー

ジ

は

変

わ

っ

て

い

な

い

。

令
和
七
年
度
　
西
九
州
大
学
一
般
選
抜
「
Ⅰ
期
」
入
学
試
験
解
答
用
紙
【
現
代
の
国
語
】
そ
の
２

－
 2
 －

【現代の国語】その２


